
本
書
の
内
容
構
成

『中
国
伝
統
文
化
叢
書
』
は
、

一
九
八
〇
年
代
後
半
よ
り
編
集
し

出
版
さ
れ
て
い
た
伝
統
文
化
の
内
容
に
関
す
る
叢
書
で
あ
る
。
本
書

以
外
に
す
で
に
出
版
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は

『老
子
-

伝
奇
的

一

生

』
『八
掛
l
l
文
化
与
遊
戯
i

』
『浅
文
言
ー
1
書
信
中
的

応
用
1

』
『数
字
-

神
奇
的
含
義

』
な
ど
が
あ
る
。
叢
書

に
所
収
さ
れ
て
い
る
諸
書
の
内
容
構
成
は
、
い
ず
れ
も
学
術
的
な
専

門
研
究
を
も
と
に
そ
の
研
究
を

一
般
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
み
ら
れ

る
。
本
書
は
以
下
の
内
容
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

導

言

轟
動
京
都
的

《油
画
人
体
芸
術
大
展
》

第

一
編

中
国
社
会
性
控
制
的
張
弛
軌
跡

第
一
章

性
文
化
的
寒
暑
表
/

第
二
章

中
国
的
伊
旬
園
/
第

三
章

鄭
衛
之
風

荊
楚
之
俗
/
第
四
章

人
的
覚
醒
和
性
的
覚

醒
/
第
五
章

風
流
総
被
風
吹
雨
打
/
第
六
章

鉗
制
与
反
鉗
制

/
第
七
章

六
十
年
怪
圏
/
第
八
章

礁
這
条
軌
道

第
二
編

中
国
性
文
化
的
観
念
形
態

第
九
章

熊
掌
和
魚
/
第
十
章

万
物
負
陰
而
抱
陽
/
第
十

一
章

洒
家
杁
何
処
悟
禅
/
第
十
二
章

人
欲
与
天
理
/
第
十
三
章

原
来
姥
紫
嬬
紅
開
遍
/
第
十
四
章

誰
領

"風
騒
"
数
千
年
/
第

十
五
章

心
霊
上
的
牌
坊
/
第
十
六
章

欲
潔
何
曾
潔
/
第
十
七

章

禁
遇
放
逸
両
議
喧
/
第
十
八
章

所
謂
伊
人
在
水

一
方

第
三
編

中
国
性
文
化
的
行
為
形
態
和
心
理
形
態
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第
十
九
章

率
土
之
浜

莫
非
王
臣
/
第
二
十

章

洒
向
人
間
都
是
怨
/
第
二
十

一
章

神

聖
道
徳
与
原
始
欲
望
/
第
二
十
二
章

誰
来

傳
道
受
業
解
惑

第
四
編

中
国
性
文
化
的
特
質

第
二
十
三
章

一
条
咬
住
尾
巴
的
龍
/
第
二

十
四
章

一
個
千
年
不
解
之
結
/
第
二
十
五

章

黄
土
地
上
的
無
花
果

尾
声

解
鈴
無
須
系
鈴
人

後
記

夏
夜
梧
桐
雨
練
歌

本
書
の
内
容
と

そ
の
出
版
に
つ
い
て

本
書
の
は
じ
め
に
は
、

一
九
八
八
年

一
二
月

末
に
北
京
美
術
館
で

「油
画
人
体
芸
術
大
展
」

(油
絵
人
体
絵
画
展
)
が
開
催
さ
れ
た
折
、
『参

考
消
息
』
(新
華
社
が
発
行
す
る
外
国
通
信
社
や

外
国
の
中
国
報
道
な
ど
を
伝
え
る
日
刊
紙
)
に

載
せ
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
連
邦
新
聞
社
の
報
道
が

「導
言
」
(は
じ
め
に
)と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
報
道
は

「千
人
以
上
の
中
国
人
が
中
国

一
流
の
美
術
館
に
駆
け
込
み
、
そ
こ
で
開
催
さ

れ
る
裸
体
画
を
研
究
す
る
た
め
の
北
京
で
初
め

て
の

『人
体
画
展
』
で
騒
い
で
い
る
。
こ
の
大

騒

ぎ

を

し

て

い
る
絵

画

展

を

鑑

賞

し

に

き

た

人

々

の
中

に
は
、

目

に
前

に
あ

る
も

の
が
絵

で

あ

る
と
信

じ
ら
れ

な

い
よ
う
な

振
舞

い
を
す

る

人

も

い
れ
ば

、
好
色

な

目
付

き

で
絵

を

ジ

ロ
ジ

ロ
見

つ
め

る
人
も

い
る
。

大
勢

が
落

ち
着

い
て

観
賞

し

て

お
り
、
絵

画
展

を
楽

ん

で

い
る
様

子

は
明

ら

か

で
あ

る
」

と

い

っ
た

よ

う
な
内

容

で

あ

る
。

本

書

の
著
者

が

そ

の
内
容

に
基

づ
き
、

絵
画

展

に
非
常

に

シ

ョ
ッ
ク

を
与
え

ら

れ
た
中

国
人

の
大

騒
ぎ

、

そ
し

て
、
人
体

芸

術

が
五
百

年

以

上

の
歴
史

を

も

つ
、

西
洋

人

の
中
国

人

に
対
す

る
無

理
解

1

「中

国
不
可

理
解

」
、
と

い
う

よ

う
な

明

ら
か

な
対
比

を

も
と

に
し
、

以
下

の
よ

う
な

問
題

提
起

を
背

景

に
し

て

こ
の
書

を

出
版

す

る

こ
と

に
至

っ
た
と
評
者

は
理
解

す

る
。

ま
ず

、

著
者

は
五

千
年

の
歴
史

を
持

つ
中

国

の
伝

統
文

化

に
お

い
て
、

そ
れ

を
構
成

す

る
不

可
欠

な
要

因

の

一
つ
で
あ

る

は
ず

の
性

文
化

の

位

置

付

け
を

公
正

に
評
価

す

べ
き
だ

と
指
摘

し

て

い
る
。
こ
れ
ま

で
公

の
場

合

で

は

「性

観
念

・

性

形

態

・
性
文
化

」

と

い

っ
た

も

の
が
も

っ
と

も
敏
感

視

さ

れ

て
お
り
、
例

え
ば

、
「人

体
絵

画

展

」

に

シ

ョ
ッ
ク
を

与
え

ら
れ

た
中
国

人

の
反

応
は
そ
の
代
表
的
な

一
例
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

性
に
関
す
る
文
化
を
ど
の
よ
う
な
視
点
で
理
解

す
れ
ば
正
当
で
あ
ろ
う
か
と
著
者
は
問
題
に
し

て
い
る
。

ま
た
著
者
は
改
革
開
放
以
来
、
中
国
に
お
け

る
文
化
研
究
の
領
域
が
「文
化
大
反
省
」
と
い
っ

た
よ
う
な
思
潮
に
組
み
込
ま
れ
、
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
る

「地
域
文
化
」
や

「飲
食
文
化
」
や

「居
住
文
化
」
な
ど
の
研
究
と
違
い
、
性
観
念
や

性
形
態
な
ど
に
相
応
す
る
文
化
の
研
究
は
こ
の

よ
う
な
思
潮
に
組
み
こ
ま
れ
て
い
な
い
、
と
問

題
視
し
て
い
た
。

上
記
の
よ
う
な
前
提
に
基
づ
き
、著
者
は
『性

文
化
-

千
年
不
解
之
結
l
l
』
と
い
う
題
名

の
本

を
出

版
す

る

こ
と

に
至

っ
て

い
る
。

し
か

し

な

が

ら
、

こ
の
本

を
出

版

す

る

に
当

た
り

、

著
者

が

「
尾
声
」

(あ
と

が

き
)
に
述

べ
て

い
る

よ

う
に

「
一
九
八
八
年

の
北
京

の
人

々
に

シ

ョ
ッ

ク

を
与

え
た

『
油
画

人
体

芸
術

大
展

』

は

こ

の

本

を

ま
と

め

よ
う

と

な

る
契

機

で
あ

っ
た

が
、

…

…

一
九

八
九

年

か
ら

一
九
九

二
年

三
年

間

の

『
調

整
』
と

い
う
時

期

に
入

る

と
、
こ

の
本

を
出

版

す

る
こ
と

は
泡

が
消

え

る

よ
う

に
実

現

で
き

な

く
な

っ
た
。

一
九
九

二
年

以
降

、
改

革

開
放

294



が
再

び
訪

れ

て
き
た

こ
と

に

つ
れ

て
、

…

…
終

に

こ
の
本

の
出
版

を
実

現

し

た
」

と

い
う

よ
う

な

不
具
合

な
出
版

事
情

も

あ

っ
た

。

本

書

の
出

版

が
順

調

と

い

う

わ

け

で

は

な

か

っ
た

一
九
九

〇

年
代

半

ば

ま

で

の
様

子

が
、

後

書
き

の
中

に
露

呈

さ

れ

て

い
る
。

そ

の
後
中

国

で
は

「性
文
化

」

が
伝

統
文

化

の

一
部

で
あ

る
と
位
置

付

け
ら
れ

、

そ

の
研

究

が
あ

る
程
度

ま

で
進

ん

で

い
る
よ

う

に

見

え

る

。
例

え
ば

、

『性

文
化

与
法
』

(談

大
正

著

、
上

海

人

民
出
版

社

、

一
九
九
七
年

)
、

『婚

姻

、
性

別

与
性
ー

一
個
当
代
中
国
農
村
的
考
察
』
(元
新
邦
そ
の
他

著
、
八
方
文
化
企
業
公
司
、

一
九
九
八
年
)
な

ど
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前

文
に
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
そ
の
他
の
伝
統
文
化

に
関
す
る
諸
研
究
と
比
べ
て
み
る
と
、
こ
れ
ま

で
中
国
の
伝
統
観
念
に
お
い
て
不
健
康
な
も
の

と
み
な
さ
れ
て
い
た
性
文
化
に
対
す
る
各
分
野

に
わ
た
る
研
究
は
、
今
後
よ
り

一
層
の
研
究
が

必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

三

本
書
の
内
容
に
関
す
る
総
括

評
者
は
人
類
学
の
視
点
で
中
国
少
数
民
族
文

化

・
社
会
を
中
心
に
諸
研
究
を
行

っ
て
い
る
。

性
文
化
に
関
す
る
研
究
を
調
べ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
「中
国

(中
華
)
伝
統
文
化
を
形
成
す

る
諸
問
題
に
あ
た
る
少
数
民
族
伝
統
文
化
の
位

置
づ
け
に
つ
い
て
」
と
い
う
よ
う
な
テ
ー
マ
に

基
づ
く
視
点
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
歴
史

上
非
漢
文
化
的
な
土
着
民

(少
数
民
族
)
の
文

化
伝
統
、
儒
学
や
道
教
な
ど
で
は
な
く
、
少
数

民
族
が
も
つ
固
有
な
宗
教
的
な
文
化
系
統
、
お

よ
び
モ
ン
ゴ
ル
族
や
満
族
な
ど
の
よ
う
な
王
朝

を
樹
立
し
た
非
漢
文
化
の
民
族
集
団
が
も
つ
文

化
伝
統
の
中
に
、
漢
文
化
と
対
照
的
に
存
在
す

る
部
分
お
よ
び
漢
文
化
と
融
合
し
合
う
部
分
、

そ
し
て
そ
れ
ら
が
中
国
全
体
の
伝
統
文
化
の
中

で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
か
等
々
、

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
研
究
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
段
階
で
は
こ
の
テ
ー
マ
、

特
に
性
文
化
に
関
す
る
研
究
を
本
格
的
に
行
っ

て
い
な
い
た
め
、
適
切
に
本
書
を
評
価
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
に
お

け
る
性
文
化
研
究
に
つ
い
て
日
本
の
中
国
研
究

者
お
よ
び

一
般
読
者
に
あ
る
程
度
ま
で
提
示
す

る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
評
者
な
り
に
本
書
の
内

容
を
下
記
の
よ
う
に
総
括
的
に
ま
と
め
る
こ
と

に
す
る
。

①

テ
ー

マ

ご
と
提

示
さ

れ
た
資

料

本
書

は
中
国
内

外

に
高

く

評
価

さ
れ

て
い
る

人
類

学

・
社
会
史

・
歴
史

学

・
社
会

学

の
範
疇

を
含

む

オ

ラ

ン
ダ
人

の
中
国

学

研
究

者

、

R

・

H

・
フ

ァ

ン

・
フ

ー

リ

ッ

ク

(戸

=
.
v
a
n
°

G
u
lik
:
1
9
10
-
1
9
6
7
、
中

国

語
訳
名

"
高

羅
侃

)

の
名

作

で
あ

る

S
ez
u
a
l
L
if
e
in
A
n
c
ie
n
t
C
h
in
a

(
一
九
六

一
年

。
同
書

に

は
日
本
語

訳
本

の

『
中

国
古
代
の
性
生
活
ー

先
史
か
ら
明
代
ま
で
』

松
平

い
を
子

訳
、
せ

り
か
書

房
、

一
九

八
八
年

、

全
五

一
一
頁

、

お
よ
び

漢
語

訳
本

の

『
中

国
古

代

的
性

与

社

会

』

呉
岳

添

訳

、

一
九

八

九
年

、

三
聯

書
店

、
全

四
六
七

頁

が
あ

る
)

の
影
響

を

強

く
受

け

て

い
る

こ
と
が

明
ら

か

に
み
ら

れ

る

(以

下
、
『
古
代

中

国

の
性
生

活
』
と
表

記
す

る
)
。

た
だ

し
、

研
究

方
法

の
面

で
は
本
書

は

『古

代
中

国

の
性

生
活

』

と

は
全
く

違

う
と

み
ら

れ

る
。
『古

代
中

国

の
性

生
活

』
は
歴
朝

の
順

番

に

基

づ
き

、
各

歴
朝

に
お
け

る
性

文
化

の
内

容

と

特

徴
、

特

に
第

一
次
文

献

資
料

の
内

容

と
そ

の

考

証
、

お
よ
び
性

文

化

の
時
代

的
変

遷

に

つ
い

て
ま

と

め
て

い
た
。
こ
の
よ

う
な
方

法

に
対

し
、

本
書

で
は
前

文

に
並

べ
ら
れ

る
目
次

の
よ
う
に
、

章

・
節

ご

と

に
専

門

テ
ー

マ
を
設

け

て

い
る
。
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そ
し
て
、
歴
史
文
献
の
調
査
研
究
お
よ
び
現
代

社
会
に
お
け
る
諸
事
象
に
関
す
る
社
会
学
的
な

調
査
に
よ
っ
て
、
大
量
の
歴
史
的

・
現
状
分
析

的
な
資
料
を
用
い
て
、
そ
れ
に
内
外
の
各
分
野

に
わ
た
る
関
連
研
究
の
蓄
積
を
生
か
し
て
、
そ

の
も
と
に
古
代
中
国
社
会
に
お
け
る
性
観
念
や

性
行
為
と
現
代
中
国
社
会
の
そ
れ
と
の
対
比
的

な
考
察
を
行

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
各
専
門
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
の

資
料
の
も
と
に
内
容
を
展
開
し
て
い
く
方
法
は
、

読
者
に
立
体
的
な
印
象
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と

は
評
価
に
値
す
る
。
そ
の
反
面
、
場
合
に
よ
っ

て
、
各
テ
ー
マ
の
内
容
を
展
開
さ
れ
た
そ
の
時

代
的
な
背
景
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
省

略
さ
れ
た
時
代
背
景

へ
の
理
解
が
難
し
い
面
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

口

「万
悪
淫
為
首
」
と
い
う

伝
統
的
な
性
観
念

へ
の
批
判

e
と
も
関
連
す
る
が
、
本
書
は
R
・H
・フ
ァ

ン
・
フ
ー
リ

ッ
ク
氏
が

『古
代
中
国
の
性
生
活
』

に
述
べ
て
い
る
下
記
の
よ
う
な
指
摘
を
も
と
に

し
て
お
り
、
「万
悪
淫
為
首
」
と
い
う
儒
学
的
な

性
観
念

へ
の
批
判
が
本
書
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

『古
代
中
国
の
性
生
活
』
の

「序
言
」
で
R
・

H

・
フ

ァ

ン

・
フ
ー

リ

ッ
ク
氏

は
、

「
こ
ん

な

に

高

い
教

養

を
持

ち

か

つ
よ
く
思

考

し
て

い
る
民

族

(漢

民
族

)

は
、

き

っ
と
性

問
題

に
最

大
な

関

心

を
払

う

は
ず

だ

。

し
か

も
古

く

か
ら
彼

ら

は
確

か

に
そ

の
よ
う

に

し

て
お
り
、
彼

ら

の
観

念

を

そ
れ

ぞ
れ

の

『性

経

』

に
記
入

し

て
お
り

…

…
。

そ

の
後
儒

学
的

な

厳
格

な
道
徳

観
念

が

そ

の
よ
う

な
文
献

の
流

通

を
制

限
し

た
。
清

朝

建

立

以
来
、

こ

の
種

の
厳

格
な
道

徳
観

念

が
各

種

の
政
治
的

要
因

と
感

情
的

な
要
因
を

も
と

に
、

よ

り

一
層

強

め

ら

れ

る

よ

う

に
な

っ
て
き

た

…

…
。

そ

れ
以
来

、
神

秘

化

さ
れ
た
性

問
題

が

ず

っ
と
中

国

人

に
付

き

纏

う

よ

う

に

な

っ
た

　
　

　

......」

と
指

摘

し

て

い
る
。

こ
の
よ

う
な
見

解

を
も

と

に
し

て
、

本
書

は

各

章

に

お

い
て
テ
ー

マ
を

設
け

て

い
た
に
も

か

か
わ

ら
ず
、

全
体

に
お

い
て
そ

の
内
容

に

一
貫

し

て

い
る

の
は
、
著

者

の
古

代

か
ら
現
在

ま

で

伝

わ

っ
て

い
る

「万
悪

淫
為

首
」

と

い
う
儒
学

的

な
性

観
念

へ
の
批
判

と

い
う
点

で
あ

る
。

そ

の
批
判

を

以
下

の
よ

う

に
評
者

な
り

に
ま
と

め

て
お

く
。

そ

の

一

性
文
化

に
対

す

る
儒

学
的

な
虚
偽

的

な
観

念

へ
の
批

判
。

「生
命
誠
可
貴
、
愛
情
価
更
高
」
と
い
う
よ
う

な
西
側
の
観
念
に
対
し
、
中
国
で
は

「万
悪
淫

為
首
」
と
い
う
性
観
念

は
古
代
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
支
配
的
で
あ
る
と
本
書
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
「万
悪
淫
為
首
」
と
い
う
観
念
の
虚
偽
的

な
性
格
そ
の
も
の
は
、
古
代
社
会
の

「三
宮
六

妃
」
、
「三
妻
六
妾
」
制
度
、
現
代
社
会
に
お
け

る
合
理
的
だ
と
見
な
さ
れ
権
威
と
結
び
付
い
た

一
部
の
上
層
部
の
淫
ら
な
性
行
為
、
さ
ら
に
は

性
に
対
す
る
虚
偽
的
な
人
格
は

一
般
民
衆
に
も

影
響
を
与
え
て
お
り
、
そ
れ
を
民
衆
社
会
に
定

着
さ
せ
る
こ
と
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
著
者

は
指
摘
す
る
。

例
え
ば
、
高
齢
化
を
迎
え
る
現
代
社
会
に
お

け
る
高
齢
者
の
結
婚
の
種
々
の
障
害
に
つ
い
て
、

筆
者
は

「当
事
者
た
ち
の
子
女
が
当
事
者
た
ち

の
正
当
な
権
利
を

『不
健
康
』
な
性
的
要
求
と

し
て
み
な
し
、
こ
の
た
め
、
高
齢
者
の
結
婚
は

当
事
者
の
子
女
に
と

っ
て
は
何
よ
り
の
恥
と
な

る
。
こ
の
こ
と
自
体
は
ま
さ
に
『万
悪
淫
為
首
』

と
い
う
観
念
と
結
び
付
け
る
虚
偽
的
な
人
格
に

よ
る
も
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

そ
の
二

「万
悪
淫
為
首
」
に
関
連
づ
け
る
抑

圧
さ
れ
た
女
性
の
性
的
な
位
置
付
け
へ
の
検
討
。
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∠

本

書

に
お

い
て
は
、

一
人

の
性

対

象

で
あ

る

皇

帝

が
持

つ

「三
宮
六

妃
」
、

一
人

の
夫

の
夫
権

下

に
置

か
れ

る

「
三
妻

六
妾

」
、
夫

を

失

っ
て
再

婚

せ
ず

に

い
た
女
性

の
た

め

に
建

て

た

「貞
潔

牌

坊

」

な
ど

の
よ

う
な
絶
対

的

に
性

の
忠

誠

を

保

た
な

け
れ
ば

な

ら
ぬ
と

い
う

よ

う

な
女

性

の

性

的

地
位

を
、

文
献

資
料

に
基

づ

い

て
展

開

し

て
お
り

、
そ

の
上

に
そ

の
よ
う

に

さ

れ
た

女
性

の
性

的
地

位

の
い
ず

れ
も

「万
悪

淫

為

首

」

と

い
う
観
念

と
結

び
付

い
た
虚

偽
的

な

人
格

に

よ

る
も

の

で
あ

る
と
批

判
し

て

い
る
。

そ

の
三

「万
悪

淫
為
首

」
と

い
う
観

念

の
も

と

に
も

た

ら
さ
れ

た
悪

い
結

果

の
披

露

。

「淫

・
不
潔

」
と

み
な

さ
れ

る

「性

」

に
及
ん

だ

す

べ

て
の
も

の
対
し

て

「不
聴

・
不

看

・
不

問

」

(聴

か
な

い

・
見
な

い

・
問

わ

な

い
)

と

い

う

の
が
道
徳

的

で
あ
り
、

さ

ら

に
そ

れ
が

「心

霊

上
的

牌
坊

」
と

し

て
民
衆

化

さ
れ

て
し
ま

う
。

た
だ

し
、

そ
れ

は
表
面
化

さ

れ
た

も

の

に
す
ぎ

ず

、

現
代
社

会

に
さ

え
珍

し

く
な

い

「新
婚

初

夜

の
不
良

な
行
為

」
(新
婚

の
夜

に
新

夫

の
行

為

が
新

婦

に
不
良

な
行
為

と
見

な
さ

れ
、

そ

の
上

新

夫

を

"
無

癩

漢

"

と
し

て
公

訴

す

る

こ
と
)

と

い
う
無

知
蒙
昧

こ
そ
は
民
衆

の
心

の
深
層

に

建

て
ら

れ

る

「心
霊

上
的
牌

坊
」

そ

の
も

の
で

あ

る
と
指

摘

す
る
。

そ
し

て
、

こ

の
よ
う
な

一
般

民
衆

の
性

に
対

す

る
無

知
蒙

昧

な

状
態

を
改
善

す

る
た

め

に
、

性
知

識

の
正
否

な
ど

を
判
別

で
き

る
よ
う

に
と

い
う
指
摘

を
受

け
、
学

校

で
設

け

て

い
た

「性

教
育

」
と

い
う

こ
と

も

「不

潔

な
も

の
」

と
し

て
発

展
途

上

に
留
ま

っ
て

い
る
と
指
摘

し

て
い

る
。そ

の
四

「万
悪

淫

為
首
」
と

い
う
観

念

か
ら

も

た
ら
さ

れ
た

反
対
像

。

「
万
悪
淫

為
首

」
と

い
う
観

念

を
強

く
主
張

す

れ
ば

す

る
ほ
ど

、

こ
れ
ま

で
神
秘

化

さ

れ
抑
制

さ

れ

て
い
た
性
観

念

が
市
場

改
革

の
潮

流

に
伴

い
、

か
え

っ
て
逆

の
方

向

に
導

か
れ

て

い
く

よ

う
な
結

果

を
も

た
ら

し

て
き
た

と
指
摘

し

て

い

る
。
す

な

わ
ち
、

一
九
九
〇

年

代
以

降
、

「万
悪

淫
為
首

」
と

い
う
観

念

が
時
代

遅

れ

と
さ

れ

て
、

現
代

に

お

い
て
は
そ

れ

は
当

然
批

判

す

べ
き

も

の
で
あ

る
と

い
う
極
端

な
認

識

の
も

と

に
、
性

書
籍

な
ど

の
氾
濫

、
性

に
対

す

る
自
由

観

念

の

正
当
化

な

ど

の
よ
う

な
現
象

も

一
般

に
見

ら

れ

て
き

た
と
指

摘

し

て

い
る
。

そ

の
五

著
者

は
上

記

の
よ
う

な
批
判

を
通

し

て
次

の
よ

う
な
結
論

に
至

っ
て

い
る
。

「中
国
社

会

の
歴
史

の
中

で
は
、
性

は
否
定

さ

れ
た
も

の
で
あ
り
、
性

文
化

は

一
種

の
非
性

文

化

で
あ

る
。
性

は
拡

散

さ
れ

た

も

の

で
あ

り
、

性

文
化

は

一
種

の
氾
濫
的

な
文
化

で
あ

る
。
性

は
独
占

さ
れ

た
も

の
で
あ
り
、
性

文

化

は

一
種

の

"
上
層

部

"
文
化

で
あ

る
。

性

は
禁

忌
さ

れ

た
も

の

で
あ

り
、
性

文
化

は

一
種

の

『ブ

ラ

ッ

ク
ホ

ー

ル
』
("
黒

洞
"
11
暗
闇

)
文
化

で
あ

る
」
。

日

本

書

を
通

し

て

啓
発

さ
れ

る
点

に

つ
い
て

そ

の

一

伝
統

文
化

に
お
け

る
中

国

の
性

文

化

の
位

置
付

け

と
本
書

の
意

味

に

つ
い
て
。

本
書

を
通

し

て
、

評
者

は
中

国

の
性
文

化

そ

の
も

の
が
、

儒
学

的

な
正
統

文

化
、

お
よ
び

そ

の
影
響

を
受

け

た
中

国
社

会

に
よ

っ
て
、

否
定

さ

れ
た
り

、
攻
撃

さ
れ

た
り
、
曲
解

さ

れ
た

り
、

乱
用

さ
れ

た
り

し

て
非
文

化
的

な

も

の
と

さ
れ

て
き
た

と

い
う
印
象

を

受

け
た
。

こ
れ

は
、

本

書

を
除

き
、
性

文

化

が

こ
れ
ま

で
中

国
国
内

で

出
版

さ

れ
た
伝

統

文
化

に
関

す

る

シ
リ

ー
ズ

に

含

ま
れ

て
な

い
原

因
、

お
よ
び

そ

の
他

の
関
連

研
究

よ

り

そ

の
成

果

が
す

く

な

い
原

因

の

一
つ

で
は
な

い
か
と
考

え

る
。

そ

の
た

め
、

性
文
化
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を
中
国
伝
統
文
化
と
い
う
範
疇
に
お
い
て
体
系

化
し
た
研
究
は
こ
れ
ま
で
な
い
に
等
し
か
っ
た

と
も
言
え
よ
う
。

そ
し
て
、
本
書
は

「儒
学
的
な
道
徳

へ
の
批

判
」
と
い
う
思
想
を
表
面
に
持
ち
出
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
「万
悪
淫
為
首
」
と
い
う
儒

学
的
な
観
念
を
批
判
す
る
視
点
が
全
書
に

一
貫

さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
は
、
「儒
学
批
判
」
と
も

な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
評
者
は
考
え

る
。
こ
の
意
味
で
は
、
本
書
を
二
〇
世
紀
初
期

の

「五

・
四
運
動
」
に
先
立

っ
た

一
九

一
五
年

以
来
の

「新
文
化
運
動
"
儒
学
道
徳
批
判
」
と

い
う
思
潮

の
一
種
の
継
続
で
も
あ
る
と
、
位
置

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
二

研
究
方
法
に
つ
い
て
。

本
書
が
歴
史
文
献
や
現
代
社
会
に
対
す
る
調

査
資
料
や
デ
ー
タ
に
基
づ

い
て
ま
と
め
ら
れ
た

成
果
で
あ
る
た
め
、
評
者
は
膨
大
な
資
料
検
索

の
手
が
か
り
を
得
た
。
も
し
、

一
九
九
〇
年
代

半
ば
ま
で
の
研
究
環
境
が
緩
や
か
で
あ
れ
ば
、

厳
密
な
意
味
を
も
つ
性
文
化
の
構
成
体
系
に
基

づ
い
て
の
成
果
も
出
来
上
が
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。本
書
の
出
版
事
情
を
考
慮
す
れ
ば
、

一
九
九
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
性
文
化
に
関
す
る

研
究
に
お
い
て
本
書
は
評
価
に
値
す
る
と
い
え

る
。評

者
が
知
り
得
て
い
る
範
囲
で
は
性
文
化
の

構
成
体
系
は
、ω
性
活
動
を
実
現
す
る
系
統
-

性
的
な
行
為
方
式
、
②
性
活
動
を
規
定
す
る
系

統
-

性
に
関
す
る
法
律

・
性
道
徳

・
宗
教
的

な
性
戒
律

・
性
の
禁
忌
、
⑧
性
活
動
の
補
償
系

統

性
活
動
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
精
神
的
な

活
動
、
ω
性
活
動
を
理
解
す
る
系
統
-

性
教

育

・
性

医
学

・
性

科
学

な

ど
、

と

い
う

よ
う
な

諸

分
野

に
及

ぶ

も

の
で
あ

ろ
う
。

今
後

、
人

類
学

や
歴

史
学

、

心
理

学
、
文

化

史

、
社

会
史

、
芸
術

学

さ

ら

に
は
法

学
的

な
諸

分

野

の
視
点

に
よ

っ
て
中

国
性
文

化
を
再
考
察

・

再

評
価

し

て

い
く

こ
と

が

で
き

れ
ば
、

本
書

よ

り
も

一
層

の
成

果

が
多

く
出

て
く
る

の

で
は
な

い
か
、

そ
し

て
、

こ
の
よ
う

な
広

い
視

野
を
必

要

と
す

る
研
究

を
中

日
両

国

の
関

連
研
究

者

が

共

同

で
進

め
る

こ
と
が

で
き

れ
ば

、

よ
り
理
想

的

で
は
な

い
か
と
思

わ

れ

る
。

〈
1
>

こ

こ

で
引

用

し

た

「序

文

」

の
内

容

は

、

評

者

が
同

書

の
中

国
語

訳

本

を

も

と

に
日

本

語

に
翻

訳

し
た

も

の

で
あ

る

。

こ

の
書

評

の
校

正

中

に
、S
e
xu
a
lL
ife
in
A
n
cie
n
t

C
h
in
a
S
日
本

語
訳
本

『古
代
中

国

の
性
生

活

ー

1
先

史
か
ら
明
代
ま

で
』

を
入
手
し
得
た
。

こ
こ
で
は
読
者

の
参
考

と
す
る
た
め
、
評
者

の

引
用

し
た
部
分
と
同

一
内
容

に
あ
た
る
箇
所
を

紹
介
し

て
お
く
。

「…
…
。
中
国
人

の
よ
う
に
文
化
度

が
高
く
思

索
的

な
民
族

で
は
十
分
予
想

さ
れ
る
よ
う
に
、

か
れ
ら
が
古
来
性
的
な
事
柄

に
多
く

の
注
意

を

は
ら

っ
て
い
た

の
は
確
か
で
あ
る
。
か
れ
ら
の

観
察

は

「性

の
手
引
き
書
」
、
す
な
わ
ち

一
家

の

女

た
ち
と

の
関
係
を
ど
う
処
理
す
る
か
を
家
長

に
教

え
る
教
範
と
し
て
具
体
化
し
た
。

こ
う
し

た
書
物

は
す
で
に
二
千
年
前

に
存
在
し
、
十

三

世
紀
頃
ま

で
は
広
く
研
究
さ
れ

て
い
た
。
そ
の

の
ち
儒
教
的

な
ピ

ュ
ー
リ
タ

ニ
ズ

ム
が
次
第

に

こ
の
ジ

ャ
ン
ル
の
文
献

の
流
通
を
抑
制
す

る
よ

う
に
な

っ
た
。
そ
し

て

一
六

四
四
年
の
清
王
朝

出
現

の
後
、
政
治
的
感
情
的
要
素
に
よ

っ
て
強

化
さ
れ
た
こ
の
ピ

ュ
ー
リ
タ

ニ
ズ
ム
が
性
的

な

事
象

に
か
ん
す

る
前
述

の
秘
密
主
義
を
生

み
、

そ
れ
は
そ
の
後

つ
ね
に
中
国
人
に

つ
き
ま
と

っ

た
。
清

の
文
人
学
者
た
ち
は
、
こ
の
秘
密
主
義

が
常
時
存
在
し
て
い
た
、
両
性

の
厳
格
な
分
離

が
二
千
年
前

す
で
に
全
面
的

に
実
施
さ
れ

て
い

た
と
主
張
し
た
。
…
…
」

(
『古
代
中
国

の
性
生

活
』
松
平

い
を
子
訳
、
せ
り
か
書
房
、

一
九
八

八
年
、
序
文
、
九
頁

よ
り
)
。
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